
嬉野市議会議員　 増田　朝子

開催月日

開催時間

開催場所

主催者

研修会等の名称

講師等の氏名等

高齢者の働く社会→　シルバー人材の活用

〇男の家事・育児、少なすぎる　

共働き世帯の家事関連時間…（週平均一日５９分：女性　４時間５６分）

６歳未満の子を持つ夫の家事関連時間…(1時間５４分：共働き　妻７時間２８分：片稼ぎ）社会生活基本調査　2011

〇男子にこそ家事能力！…女性が男性に結婚相手の条件として求めるもの（2011年）

①人柄　②家事：育児脳力　③仕事への理解と協力

・リーダー養成　・外国人にやさしい議員になる　　・女と男で新しい社会を（性別からの自由）

ジェンダーギャップ指数（日本社会は国際的には後進国）　①アイスランド　②ノルウェー　③フィンランド　

④ニュージーランド　（日本：１２５位）　　　

【感想】　男性にはこどもは産めなくても、子育てならできると軽快な口調で始まり、子育てに関わってこら

れた様子が伺えた。結婚で求めらているものは、①人柄　②家事：育児脳力　③仕事への理解と協力であり、

馬車は2頭立てになっているので、男性のワークライフバランスが必要になってくる。家族が死ぬ時（忌引き）と

家族が生まれる時は同程度であるべきだとの言葉に共感した。今後産後パパの育休を促進させていきたい

経 費 の 内 容 支 払 先 金 額 （ 円 ）

研修費・宿泊費 全国市町村国際文化研究所 6,900

旅費 38,100

振込手数料 佐賀銀行 550

合　　　計 45,550

上記活動に要し
た経費

→第一子の出産によるキャリアの断絶　　男性の著しく短い家事時間はもはや「社会的に」問題にすべき水準

〇忌引きと同程度に…夫の産休（産後パパ育休）普及すべき（家族が死ぬ時と家族が生まれる時）

・議員の比率が歪むと結論が歪む。　・女性議員を増やす取組み…（まちづくり女性リポーター・チャレンジ塾・

令和5年度「第3回市町村議会議員特別セミナー」
ジェンダー論で笑って少子高齢化時代を乗り切ろう

東京大学大学院総合文化研究科国際社会科学専攻教授　瀬地山　角氏

みんなで少子高齢化を乗り越えよう！

「みんなが働く社会」　→　高齢者・主婦・外国人

〇女性が働いても政治的発言力は高くならない。　

（様式３－１）　研究研修活動記録票（研究会、研修会開催又は参加に要する経費）

令和  6年1月22日（月）

13：15～14：45

滋賀県大津市唐崎二丁目１３番１号

全国市町村国際文化研究所 (JIAM)



嬉野市議会議員　 増田朝子

開催月日

開催時間

開催場所

主催者

研修会等の名称

講師等の氏名等

りという関係（姿）が見えてる。→「地域のお宝」と呼ぶ（お宝探し・お宝発表会）　気にかけや支え合

サービス　◆ついでに必要なもの買ってきてあげるよ⇒買い物代行サービス　◆体調心配で食事

のおすそわけね⇒食事配食サービス

福祉関係者は、まずは、「ニーズ調査/課題探し」から始まる。⇒「視点の大逆転」が必要‼

「課題」はくっきり見えるが、「できていること」はぼんやりとしか見えない。「おおよそできている」

「集め（られ）る」から「（自発的に小さく）集まる（つながる）」　自発的に「集まる」ことが大切『主役は

住民」　男性の居場所は「つくる」よりも「探す」もの（バイク屋、釣り具屋など行動を共にする仲間）

【感想】介護保険が始まり、「制度・サービス」は整ったが、仲間とのつながりのある暮らしが

「楽しい」とある。そこで、「視点の大逆転」が必要！、『主役は住民』の言葉にとても共感できた。

経 費 の 内 容 支 払 先 金 額 （ 円 ）

研修費 様式3‐1に同じ

旅費

宿泊費

振込手数料

合　　　計

特定非営利活動法人　全国コミュニティライフサポートセンター　理事長　池田　昌弘氏

内容・結果等

まずは住民の皆さんから　ふだんの暮らしぶりを教えてもらう！

人と人とのつながりや暮らしのなかで互いを気にかけちょっと困ったことがあると支えたり支えられた

っていることの『意味』や『価値』を”見える化・見せる化”して地域みんなで次の世代につなげていく。

◆毎日２～３人でお茶のみ⇒住民主体の通いの場（超ミニサロン）　◆今日も昨日も顔を見かけて

ないけど…⇒声がけ（安否確認）サービス　◆ついでに乗せていってあげるよ⇒送迎（移動支援）

「幸せ」「人と人とのつながり・気にかけ・支え合う」そんな暮らし方をされている人たちや地域等を

「地域のお宝」とし、お宝発表会としてみんなで意識できる地域を目指すことを学んだ。

上記活動に要し
た経費

令和5年度「第3回市町村議会議員特別セミナー」
誰もが役割をもち生きていく強制社会の実現に向けて

（様式３－１）　研究研修活動記録票（研究会、研修会開催又は参加に要する経費）

令和 6 年1月22日（月）

15：05～16：35

滋賀県大津市唐崎二丁目１３番１号

全国市町村国際文化研究所  (JIAM)



嬉野市議会議員　 増田　朝子

開催月日

開催時間

開催場所

主催者

研修会等の名称

講師等の氏名等

伸び悩み、その差は借金である交際の発行で穴埋めされた。新型コロナウイルス感染症等

　〇　利払費と金利の推移　日本銀行の質的・量的緩和　　〇　平成2年度と令和6年度に

〇国の資産と負債について（令和3年度末）

〇日本の財政・財政運営はガラパゴス（独自に発展していく様）　我が国の財政問題は、

以降、国の財政施策は、他国と比較して国民の利益につながっているのかと強く感じる。本市に

おいても、歳入・歳出のバランスと将来を見据えての財政計画を注視していきたい。

経 費 の 内 容 支 払 先 金 額 （ 円 ）

会費 様式3‐1に同じ

旅費

宿泊費

合　　　計

上記活動に要し
た経費

神奈川大学特別招聘教授/前財務事務次官　矢野　康治氏

　〇一般会計税収、歳出総額及び公債発行額の推移

これまで、歳出は一貫して伸び続ける一方、税収はバブル経済が崩壊した1990年度を境に

への対応のため、歳出が拡大　　　

〇債務残高の国際比較（対GDP比）…1990年代後半に財政の健全化を着実に進めた主要

〇　高齢化率の国際比較…１９９０年代に高齢化率は急激に上昇。（29.2％：2023年）

財政規律は、財政のためだけのものではなく、国家・社会の存続や、民主主義を守るためのもの

【感想 】　財政の講義は、少し難しく感じたが、テーマにもあるようにー不都合な真実を正視するー

冒頭から日本の財政・財政運営を否定される言葉が印象的であった。しかしながら、コロナ禍

おける国の一般会計歳入歳出の比較　　〇収益と負担のバランス

①財政だけの問題ではなく、②中央銀行の問題でもあり、③経済活力の問題ともなっている

先進国と比較して、我が国は急速に悪化しており最悪の水準。

内容・結果等

令和5年度「第3回市町村議会議員特別セミナー」
日本の財政について　　ー不都合な真実を正視するー

（様式３－１）　研究研修活動記録票（研究会、研修会開催又は参加に要する経費）

令和 6 年1月23日（火）

9：00～10：30

滋賀県大津市唐崎二丁目１３番１号

全国市町村国際文化研究所 (JIAM)



嬉野市議会議員　 増田　朝子

開催月日

開催時間

開催場所

主催者

研修会等の名称

講師等の氏名等

ない思い込み）最大の要因は未婚者の増加…交際相手はいなく交際にも興味はない

少子化対策のためには…子育て支援と少子化対策は同じではない（よくある誤解）

〇育児休暇についてはその期間や休暇中の補償、育児休暇以外の支援制度（公的な保育

制度から、両親の支援等）

ハンガリーの少子化対策…①子どもを4人産むと生涯所得税ゼロ　②子ども3人以上で新車

購入の補助　③有給育児休暇3年（給与の7割保障）　④9年で三人子どもを産むと平均年

収の約2.5倍の金銭的手当　⑤学生ローン返済免除　⑥体外受精費用の全額無償化など

【感想】　データに基づく政策を考えた場合、結婚している/結婚していない層は誰なのか、

子どもを持つ持たない世代は誰なのかを探る。子育て支援と少子化対策は同じではない

ことは明らかであると断言された。また、社会構造を変える必要があり、データに基づく

施策を考えるべきと共感した。

支 払 先 金 額 （ 円 ）

会費 様式3‐1に同じ

旅費

宿泊費

合　　　計

東京女子医科大学衛生学公衆衛生学講座准教授　坂元　晴香氏

日本の少子化の原因は。（一昔前の価値観）

・若い世代の価値観の変化　・若い世代が恋愛や結婚を面倒と思うようになった

・インターネットなど娯楽の多様化　・女性の高学歴化　・貧乏子だくさん（データに基づか

男女とも経済力・安定した雇用がある人はより結婚し、そうでない人は未婚のままの二極化

〇子どものいる世帯への経済的支援（児童手当・家族手当などの直接給付、所得控除、

上記活動に要し
た経費

第一子で男性が育児にかかわることが第二子の誕生に影響がある

税額控除、ベビーボーナス・ローンや奨学金等返済免除など）

内容・結果等

令和４年度「第3回市町村議会議員特別セミナー」
若者の未婚からみた日本の少子化

（様式３－１）　研究研修活動記録票（研究会、研修会開催又は参加に要する経費）

令和 6年1月23日（火）

10：50～12：20

滋賀県大津市唐崎二丁目１３番１号

全国市町村国際文化研究所  (JIAM)


